
当センターの活動につきましては、日頃よりご支援を賜り厚く御礼申し上げます。今回は、今年度開催
したセミナーや再エネスタディツアー、住宅用太陽光発電設備等設置補助状況、福島県再生可能エネル
ギー復興推進協議会についてお伝えいたします。

「太陽光発電導入の真の意義、そして電気安全のこと」
講師 産業技術総合研究所

再生可能エネルギー研究センター
太陽光システムチーム
主任研究員 加藤 和彦 氏(PVRessQ!1号隊員)

国内及び福島県の再エネ導入・認定容量、福島県にお
ける太陽光発電設備の認定容量や件数を設備規模別にご
説明いただきました。電気事業法におけるPVSの保安規制
やPVSのリスク、経済性と安全性についてお話いただき、
洪水による浸水を原因とする太陽光発電設備関連火災に
ついてご紹介いただきました。また、福島県再エネ推進
ビジョンや、太陽光発電設備の保守点検手順、接地抵抗
における注意点、絶縁抵抗の測定機器や方法、バイパス
回路検査について等、お話いただきました。

開催報告 7/28太陽光発電設備の適正管理セミナー

「太陽光発電設備を長持ちさせるための要点」
講師 一般社団法人 構造耐力評価機構 理事 高森 浩次 氏

PV設備の構造被害の傾向のお話の後、被害事例（強風、積雪、豪雨、地震）をご紹介いただき、被
害要因や近年増加しているPV設備（水上設置型、営農型）の強風被害事例についてお話いただきまし
た。また、電気事業法での構造関連規定（電技解釈第46条第2項：2018年10月大幅改正）、長持ちさせ
るための構造設計の要点（設計ガイドラインの活用や注意点、設計荷重で考慮すべきこと等）や、点
検・保守の必要性、修繕・改修によって性能を向上させることが望ましい等、ご説明いただきました。

令和2年度福島県再エネスタディツアー～学ん
で旅する秋相双編～は32名の応募がありましたが
新型コロナウイルス感染症対策のため定員20名と
し、学生13名、社会人7名に参加いただきました。
参加者様から、「普段なかなか入れない最新の施
設を見学できました。」「地域に根付いた取組み
や復興の想いなどを知ることができました。」
「地元にこのような最先端技術があることに驚き
ました。」等の感想をいただきました。

開催報告 9/4 再エネスタディツアー～学んで旅する秋 相双編～

●訪問先

（１）福島天然ガス発電所【新地町】
（２）そうまIHIグリーンエネルギーセンター【相馬市】
（３）万葉の里 風力発電所（車窓から）【南相馬市】
（４）福島ロボットテストフィールド【南相馬市】
（５）えこえね南相馬ソーラーヴィレッジ【南相馬市】

えこえね南相馬ソーラーヴィレッジ

福島天然ガス発電所 そうまIHIグリーンエネルギーセンター

福島ロボットテストフィールド

新型コロナウイルス感染症対策のため会場定員
は12名とし、31名の方にWebで参加いただきま
した。
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福島県内への再生可能エネル
ギー設備の導入を支援するため、
県内の住宅に太陽光発電設備を導
入する方を対象にした住宅用太陽
光発電補助を行っております。

令和元年11月からは、固定価格
買取制度に基づく余剰電力買取期
間が満了した世帯など、電力を自
家消費する方を対象にした蓄電池
またはV2H（電気自動車充給電設
備）の設置に対する補助制度を開
始しました。

令和元年度の補助件数は、太陽
光が3,154件、蓄電池・V2Hが併
せて473件となり、累計は33,519
件となりました。

令和2年度の補助件数は、太陽
光が1,001件、蓄電池・V2Hが併
せて193件、累計は34,713件と
なっております（9月末時点）。

⚫ ホームページ開設

福島県再生可能エネルギー復興推進協議会では、再エネ発電事業者の売電収入の一部を活用し、避難
解除区域等１２市町村の復興支援事業を実施しています。

⚫ 公 募 情 報

協議会では、下記の支援事業を募集しています。（令和２年１０月１日現在）

避難解除区域等12市町村への教育旅行を行う学校および旅行会社に対して
支援を行います。

助成額：避難解除区域等１２市町村への宿泊１人泊あたり２千円（最大２０万円）

申請には要件があります。詳しくはホームページをご覧ください。

助成額：避難解除区域等１２市町村への宿泊１人泊あたり２千円（最大４０万円）

避難解除区域等12市町村への研修旅行を行う企業および旅行会社に対して
支援を行います。

教育旅行支援事業

研修旅行支援事業

当協議会の活動内容を対外的に

発信すべく、ホームページを開設
しました。ぜひご覧ください。

URL：
https://f-reenergy-fukkosuishin-
kyogikai.org/

福島県再生可能エネルギー
復興推進協議会ホームページ

https://f-reenergy-fukkosuishin-/

